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基礎情報学の概要

2-3 メディア
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メディアの2面性

メディア

機械情報を

物理的に

媒介する機能

社会情報を

論理的/感性的に

媒介する機能

伝播メディア 成果メディア

電話、電信、郵便、

電子メール、新聞、

テレビ、ラジオ、書籍、etc

意味的な領域を狭め、

　論理的なつながりを与える。

連辞的メディア

範列的メディア
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成果メディア

マルチタレントのＡさん

歌手

女優

作詞家

ラジオの
　パーソナリティ

写真家

小説家

コミュニケーションを限定する
　これら一つ一つはある意味で成果メディア

女優としての
Aさんについての

コミュニケーション

交換される社会情報は
　女優としてのAさんに

　　ついてだけになる
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機能的分化社会

真理

愛

権力

貨
幣

法

機能的分化社会

社会の様々な事象を

　見方や観点で分類すると…

絶対的な価値観が不在

法システム家族友人システム

経済システム

学問システム
政治システム

社会

現代社会は「貨幣」、「真理」、「権力」、「法」、「愛」などの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　成果メディアにより分化されている
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連辞的メディア

昨日は川に行って
「こい」を釣ったんだ

川で釣る「こい」は

　　恋 　　故意　　　鯉 この商品を
購入したい
のですが

10万円
　です

    10万円を支払えるか、
支払えないか。

経済システムの
二値コード

プレゼントとして彼女が
喜ぶか、喜ばないか。

経済システム

経済システムの
二値コードでない

社会システムでは成果メディアの二値コードにもとづいてコミュニケーションを成立させる。



  6

範列的メディア

作家A
小説2

作家B
小説3

作家C
小説4

映画
1

映画
2

批評
1

批評
2

批評
3

意味ベース

コミュニケーションの素材
作家Aの小説1ですが、

　　

作家A
小説2

作家B
小説3

　　意味ベースの中から関連する事項を選びだし、さらに特定のもの
　　　　　　　　選択したこと意識させコミュニケーションを精確にしている。

範列的メディア

関連事項の選びだし

関連性がより高い

特定のものを選択した
　　　　　　こと意識させる

映画
1 では…

映画
1

批評
1
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終わり


